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補助事業番号 22-2-067 

補助事業名  平成 22 年度 高齢者・障害者等の地域での自立生活のための相談補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人 パール   

 

1.  補助事業の概要 

(1)事業の目的 

高齢者の福祉の増進を目的とし、本研究所の相談事業は、長年にわたり経験を

積んだ相談員と医師・看護師・弁護士・理学療法士・心理学者等と連携し対応し

てきました。現在の公的福祉サービス等の対応では解決できない、精神的・経済

的問題、複雑化した人間関係の悩み、障害者の諸問題など生活全般に及んでいま

す。高齢者・障害者の一人でも多くの人々が、この相談事業と国の方針である介

護予防自立講習会が行われることにより、お年寄りが幸せに暮らせる地域社会づ

くりをしていきたいと思います。 

 

(2)実施内容 

相談事業 

1.電話相談  

毎日、１人～2 人の専門相談員による相談を受ける。相談内容によっては継続し

てカウンセリングを行い、面接相談の必要があるときは関連機関への紹介・連絡

調整を行う。  

2. 面接相談  

必要に応じて来所者の面接相談を受ける。相談ケースによってカウンセリング面

接指導等を継続して行い、内容により関係機関への紹介など専門職と連携して指

導を行う。 

3.専門相談  

平均月３回、医師や弁護士・学術経験者・ケースワーカー等による専門家の立場

での助言相談日を設ける。出来る限り自立生活が可能となるように具体的な援助

指導を行う。 

4.介護予防自立講習会  

 ア．転倒・骨折予防筋力トレーニング（毎月 2 回） 筋力低下やバランス感

覚の鈍磨による転倒を防ぐため、理学療法士の指導のもと、筋力を目覚めさせ転

倒・骨折しにくい身体づくりを行う。 

 イ．低栄養改善のための食事指導と会食（毎月 2 回） 低栄養による栄養失

調や栄養の偏り、摂り過ぎによる生活習慣病を防ぐため管理栄養士による栄  

養・食事に関する情報提供を行う。 

5.「社活研 あなたの相談室 Q&A」を発行 

 同じような問題を抱える人々や一般の人々にも広く、具体的に情報を提供し、

日常生活の QOL の向上に努める。問題解決のための参考知識として、「あなたの

相談室 Q&A」等を報告書として発行する。 

 介護予防自立報告を中に盛り込み、一冊で発行する。 
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2.予想される事業実施効果 

 今日の日本では豊かさの中で人の心が、軽んじられ競争社会の中でストレ

ス・引きこもり等が増加。一人暮らし等で社会とのコミュニケーションがとれ

ずに、うつ病・孤独死と進みます。共働きの核家族と少子化に在宅高齢者の福

祉のニーズが増加。このように多様で複雑な諸問題を解決するために相談事業

は必要です。個別性を柔軟に受け止め多様な相談ニーズに応えやすい条件整備

は福祉事業の役割と課題だと考えます。行政施策と社会資源の有効活用を図り

ながら、専門の医師・弁護士・学識経験者等の協力を得て相談事業と介護予防

自立講習会を行います。専門家のレベルの活用は、補助金なくしては考えられ

ず、複雑難解な問題を解り易く解説しまとめることが重要です。 

社会で生活する中で、安心して高齢者・障害者等が地域での自立生活が出来る

か、身近にいつでも気軽に相談できるところが大切です。相談の内容が大変複

雑化していることがあり、精神的・経済的な問題と絡み合っていることがたく

さんあります。また、人間関係の悩みなど、解決に長い時間を要するものが多

くあります。簡単に答えが出せない問題ばかりですが、経験豊かな相談員がそ

の都度熱心に対応し問題解決へと導きました。その報告書「社活研 あなたの

相談室 主な相談事例から Q&A」に凝縮されており、競輪補助事業として、社

会福祉関係の方はもちろん大勢の方から感謝されております。 

相談件数全体でも 1600 件と従来より多くの相談が寄せられております。 

介護予防教室について、毎回同じような内容にならないよう様々なテーマで取

り組むべく、理学療法士の方々が新たな発想に取り組んでおります。 相談事

業については、相談者の半数近くが新規です、年々変化する相談傾向を捉えて、

新しい事例を「Q&A」に掲載していきます。 

平成 22 年度から介護予防教室に、音楽リクリエーション、太極拳体験、フラ

ダンスレッスン体験、テーブルハイパーホッケー、シャンソンレッスン体験、

料理教室、（ダンゴづくり）等を企画実施し、より高い評価を受けることが出

来ました。今ではお年寄りから毎週の開催を要望されております。 

一人でも多くのお年寄りが元気で幸せに地域で自立生活ができるように少し

でも改善されます。この相談事業と介護予防教室自立講習会が行われることに

より、身近に健康管理・身体づくりと幅広く地域交流がなされ、効果が倍増さ

れます。 
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転倒・骨折予防筋力トレーニング 

 筋力低下やバランス感覚の鈍磨による転倒を防ぐため、理学療法士のもと、

筋力を目覚めさせ転倒・骨折しにくい身体づくりを行います。 

 

3.本事業により作成した印刷物 

     ・社活研 あなたの相談室「主な相談事例から Q&A」報告書 
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    ・介護予防教室、あなたの相談室のチラシ 
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・介護予防教室のチラシ 

        

 

4.事業内容についての問い合わせ 

団体名 ：社会福祉法人パール 

住 所 ：150-0035 

         東京都渋谷区鉢山町 3番 27 号 

    代表者名：理事長 新谷 弘子 

    担当部署：社活研 あなたの相談室 

    担当者名：相談員 児玉 高義 
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    電話番号：03-5458-5011 

    F A X ：03-5458-4817 

    E-mail  :pearl@isis.ocn.ne.jp 

       U  R  L : http://www.shibuya-pearl.or.jp 

 

 

http://www.shibuya-pearl.or.jp/

